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理事会・総会の開催（各年1回） 充実 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ 定期的な開催と構成委員の出席の確保を図る。

役員会の開催（月1回） 充実 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒
地区社協事業（社協だよりやﾌﾘｰﾏｰｹｯﾄ）の検討や重要事項等
の協議を継続して毎月実施する。（７名）

会則の整備 充実 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ 事業の展開にあわせて見直しを行う。

福祉だより「あわい」の発行（年2回） 充実 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒
内容の充実を図るとともに、年2回（8･3月）、全戸配布を継続して
実施する。

役員研修会（1日研修）の実施 充実 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ 事業の展開にあわせて研修内容を検討する。（施設訪問）

各種団体との連帯強化 充実 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒
関係団体3団体（高齢ｸﾗﾌﾞ・赤十字・母子寡婦協会）との連携向
上を図る。

会員制度の充実 充実 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒
会費300円で現在80％の会費を全戸会員として目指す。（2，500
世帯）

赤い羽根共同募金活動 充実 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ 大口募金の強化を図る。（企業が少ない。目標額80万円）

地区社協の拠点づくり 検討 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ 地区社協の拠点確保に向け検討する。

いきいき健康教室 充実 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒
福祉学習事業として住民への福祉啓発を行う。地区内での広報
啓発を回覧板等を活用して行う。

地区社協の基盤整備
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啓発を回覧板等を活用して行う。

児童・生徒の健全育成事業 充実 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒
関係団体との連携・協働により事業を推進する。（関係団体への
助成）

ボランティア団体の支援（3団体） 検討 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒
地域で活躍するボランティアの育成及び団体への助成を行う。福
祉団体(3団体）の事業内容を再確認し助成内容等を検討する。

福祉学習事業 検討 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ 障害者理解のために研修会の開催等の検討する。

ふれあい・いきいきサロン事業 充実 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ 高齢(7)・子育て（１）のサロン内容の充実・拡大を図る。

独居・寝たきり高齢者訪問激励 充実 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒
民児協、みまもり員が相談連携し、月1回以上の訪問を継続して
実施する。

地区高齢者交流会 検討 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ 交流会内容等の検討を行う。

民児協との協働 充実 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ より一層の連携・協働を図る。

地域包括支援センターとの連携・協働 充実 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ より一層の連携・協働を図る。

子育て支援センターの連携 充実 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒
子ども支援センターと連携し、相談業務の実施や第三者委員会
への関わり等を積極的に実施する。

災害時要援護者制度の充実 充実 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒
要援護者台帳の整備を図る。自主防災組織との連携により援護
体制の強化の検討を行う。

自主防災組織への参画 充実 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ 参画の組織へ今後も継続していく。

社会福祉施設訪問・激励事業 検討 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒
福祉施設【三愛園（児童）、かなさんどう（身障）、ひだまりの里
（精神）等】へ継続して訪問し、交流のあり方を検討する。
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